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概 要  

戦後日本の教育改革はポツダム宣言の受諾を起点に，わが国未曾有の外国人軍隊占領下に開始された。本  

稿は戦後教育改革の始原をこう捉えて，ポツダム宣言の受諾により超憲法的な法秩序が出現した事実の教育  

改革立法史的な意義を探究するとともに，8月15日正午からの放送で全臣民に周知徹底された14日付け詔書  

の新戦略が戦時教育改革法制を非軍事化のみを標模し民主化に対抗する囲骨豊護持教育法制へと移行させてゆ  

く動態を，教育法制史的にあらためて位置づけ直したものである。本号ではこのうち，①超憲法的法秩序の  

出現，②和平実現を通路とする囲腰護持プログラムの先行，につき検討した。  

年8月14日付けで発せられ，この日音声をもって  

全臣民に伝えられた，全文802文字，五つのパラ  

グラフから成る「終戦の詔書」はこう続いている。  

シコク  「朕ハ帝国政府ヲシテ米英支蘇四国二対シ其ノ共同宣言  

ヲ受諾スル旨通告セシメタリ  

タノシミトモ   
抑々帝国臣民ノ廉寧ヲ岡り寓邦共栄ノ 楽 ヲ倍ニスルハ  

ケンケン サキ   
皇祖皇宗ノ遺範こシテ朕ノ拳々措カサル所嚢こ米英二国  

二宣戦セル所以モ亦実二帝国ノ自存卜東亜ノ安定トヲ庶  

幾スルニ出テ他国ノ主権ヲ廃シ領土ヲ侵スカ如キハ固ヨ  

シサイケミ  リ朕力志ニアラス然ルニ交戦巳二四歳ヲ閲シ朕力陸海将  

兵ノ勇戦朕力百僚有司ノ励精朕力一億衆庶ノ奉公各々最  

善ヲ尽セルニ拘ラス戦局必スシモ好転セス世界ノ大勢亦  

シカノミナラス   
我二利アラス加 之敵ハ新二残虐ナル爆弾ヲ使用シテ  

シキリムコ シン   
頻二無事ヲ殺傷シ惨害ノ及フ所真二測ルヘカラサルニ重   

はじめに一日本公教育第二．段階の始まり   

1945（昭20）年8月15日の正午，「君が代」の奏  

楽に続いて，ラジオから人々の耳に流れ込んでき  

たのは録音された天皇の声であった。「テンフカ  

クセカイノタイセイト テイコクノゲンジョウト   

ニカンガミ ヒジョウノソテヲモッテ ジキョク   

ヲ シュウシュウセント ホッシ ココニチュウ  

リョウナルナンジシンミンニッグ」こう始まった  

すでに予告済みの重大放送はノイズがまじってひ  

どく聴き取りにくかったらしいが，言葉のはしば  

しからだれもがただちにそこに，大東亜戦争の敗  

戦による終結という大方の予期せぬ重大事が告知  

されているのを感じ取ったのであった（1）。昭和20  
































